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コンクリートの生産性向上協議会 

近未来コンクリート研究会 Ｐ協議会 

  最近の話題 

 i-construction がキーワードに 

 建設現場の生産性向上（技能労働者一人
あたりの生産性を5割UP）を目的に、 

 ３次元データを駆使した情報化施工のCIM
（Construction Information Model)やICT 
（情報通信技術）を活用した建設技術を統
合した考えを推進する動きがある。 

 ⇒ IT活用、プレハブ化なども変革 
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期待される効果 

ドローンによる測量 

ICT建機による施工 

検査書類の大幅削減 など 

      ⇒ 労働力の確保 

        賃金水準の向上 

        安全性の確保 など 

 

 目標スランプ 8㎝  ⇒  12㎝ に変更 

 スランプの持つ意味 

  単価の設定（施工方法を前提） 

 スランプは耐久性の指標？ 

 スランプは施工性能 

 目標スランプは施工者の判断 
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i-construction の狙い 

 建設現場の生産性革命  

目 次 
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１．今こそ生産性向上に取り組むチャンス 

生産性向上の 

改善の余地 
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２．i-constructionを進めるための視点 

  

i-constructionを進めるための３つの視点 
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建設現場を最先端の工場へ 

最先端のサプライチェーンマネジメントを導入 
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３．トップランナー施策 

  コンクリート工の規格の標準化（全体最適の導入） 

５．全体最適の導入 

   コンクリート工の規格の標準化 
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コンクリート工の規格の標準化 

６．施工時期の平準化 
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１．安全性の向上 

２．賃金水準の向上 

３．休暇時間の確保 

７．生産性向上施策の目指すべきもの 

Ｐ協議会の意見交換 
 

 要求性能の明確化 

 設計、生産、施工、等の連携 

 環境に応じた施工の対応方法 

 インセンティブの与え方 

 建設のシステムを改善・改革             


